
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

企
業
局
管
理
規
程

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
企
業
局
職
員
住
宅
管
理
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

企
業
局
訓
令

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
奨
励
手
当
支
給
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
三

大
分
県
企
業
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

〇
企
業
局
管
理
規
程

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
企
業
局
長

日

髙

雅

近

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
六
中
「
二
千
五
百
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
、
「
四
千
五
百
円
」
を
「
四
千
二
百
円
」

に
、
「
七
千
円
」
を
「
六
千
七
百
円
」
に
、
「
九
千
七
百
円
」
を
「
九
千
四
百
円
」
に
、
「
一
万
三
千
二
百

円
」
を
「
一
万
二
千
九
百
円
」
に
、
「
一
万
六
千
五
百
円
」
を
「
一
万
六
千
二
百
円
」
に
、
「
二
万
百
円
」

を
「
一
万
九
千
八
百
円
」
に
、
「
二
万
三
千
二
百
円
」
を
「
二
万
二
千
九
百
円
」
に
、
「
二
万
六
千
百
円
」

を
「
二
万
五
千
八
百
円
」
に
、
「
二
万
八
千
六
百
円
」
を
「
二
万
八
千
三
百
円
」
に
、
「
三
万
千
円
」
を

「
三
万
七
百
円
」
に
、
「
三
万
四
千
二
百
円
」
を
「
三
万
三
千
八
百
円
」
に
、
「
三
万
七
千
三
百
円
」
を

「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、
「
四
万
六
百
円
」
を
「
四
万
二
百
円
」
に
、
「
四
万
四
千
七
百
円
」
を
「
四
万

四
千
三
百
円
」
に
、
「
四
万
八
千
五
百
円
」
を
「
四
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
五
万
千
五
百
円
」
を
「
五
万

千
二
百
円
」
に
、
「
五
万
四
千
五
百
円
」
を
「
五
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
企
業
局
長

日

髙

雅

近

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

企
業
局
長
は
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九

号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る

特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁

判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四

第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
同
法
第
六
条
の
四
第
一

号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
で
あ
る
職
員
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者

の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と

し
て
当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
に
限
る
。
）
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
当
該
児
童
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
三
条
第
一
項

及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
あ
る
職
員
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深

夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
企
業
局
長
が
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
。
）
が
、
企
業
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め

に
請
求
し
た
場
合
に
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
深
夜
に
お
け
る
勤
務
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

第
七
条
の
二
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目

次

平
成
二
十
九
年

（ 金 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

三
三

三
月
三
十
一
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
管
理
規
程
）

一



配
偶
者

十
日

父
母

七
日

子

七
日

祖
父
母

三
日

孫

一
日

兄
弟
姉
妹

三
日

お
じ
又
は
お
ば

一
日

父
母
の
配
偶
者
又
は

配
偶
者
の
父
母

三
日
（
職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
七
日
）

子
の
配
偶
者
又
は
配

偶
者
の
子

三
日
（
職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
七
日
）

祖
父
母
の
配
偶
者
又

は
配
偶
者
の
祖
父
母

一
日
（
職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
三
日
）

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者

又
は
配
偶
者
の
兄
弟

姉
妹

一
日
（
職
員
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
三
日
）

お
じ
若
し
く
は
お
ば

の
配
偶
者
又
は
配
偶

者
の
お
じ
若
し
く
は

お
ば

一
日

４

前
三
項
の
規
定
は
、
要
介
護
者
（
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
小
学
校

就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ

い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合

に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁

組
里
親
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
同
法
第
六
条
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
で

あ
る
職
員
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
当
該
児
童
を
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
職
員
に
限
る
。
）
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い

る
当
該
児
童
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
あ
る
職
員
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の

午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
企
業
局
長
が
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
を
除

く
。
）
が
、
企
業
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
子
を
養
育
す
る
」
と
あ
り
、
第
二
項
中
「
三
歳

に
満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
が
、
企
業
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
子
を
養
育
す
る
」
と
あ

り
、
及
び
前
項
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
あ
る
職
員
が
、
企
業
局
長
が
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
子
を
養
育
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
の
あ
る
職
員
が
、
企
業
局
長
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
要
介
護
者
を
介
護
す
る
」
と
、
第
一
項
中
「
深
夜
に
お
け
る
」
と
あ
る
の
は
「
深

夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
」
と
、
第
二
項
中
「
当
該
請
求

を
し
た
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は

「
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
つ
ど
」
を
「
都
度
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

忌
引

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
親
族
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
数

備
考

配
偶
者
に
は
、
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
（
以
下

同
じ
。
）
。

第
十
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
中
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
職
員
が
」
の
下
に
「
要
介
護
者
（
」
を
加
え
、
「
職
員
と
同
居
し
て
い
る
」
を
削

り
、
「
掲
げ
る
者
」
の
下
に
「
（
第
二
号
か
ら
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
職
員
と
同
居
し
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
、
「
も
の
」
の
下
に
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
、
「
た
め
、
」
の
下
に

「
企
業
局
長
が
、
企
業
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当

該
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
三
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て
六
月
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間
（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
に
規
定
す
る
者
の
各
々
が
同
項
に
規
定
す
る
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連

続
す
る
六
月
の
期
間
」
を
「
指
定
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
の
範
囲
内
」
を
「
（
当
該
介
護
休
暇

と
要
介
護
者
を
異
に
す
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
四

時
間
か
ら
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時

間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

３

指
定
期
間
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
期
間
は
、
一
回
に
つ
き
二
週
間
を
下
回
ら
な
い
も
の
と

す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
管
理
規
程
）

二



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

４

指
定
期
間
の
通
算
は
、
暦
に
従
つ
て
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
期
間
は
、
三
十
日
を
も
つ
て
一
月
と

す
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
介
護
時
間
）

第
十
八
条
の
二

介
護
時
間
は
、
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護

を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る
三
年
の
期
間
（
当
該
要
介
護
者
に
係
る
指
定
期

間
と
重
複
す
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
当
該
期
間
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に

つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。

２

介
護
時
間
の
時
間
は
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
お
い
て
一
日
に
つ
き
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、

又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二
時
間
（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
又

は
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
分
県
条
例
第
四
号
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と

い
う
。
）
第
二
十
五
条
第
二
項
の
育
児
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て

は
、
当
該
二
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業
又
は
当
該
育
児
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ

た
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
と
す
る
。

３

介
護
時
間
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

別
表
第
二
の
二
十
の
項
中
「
を
含
む
」
を
「
及
び
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里

親
又
は
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
職
員
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ

れ
て
い
る
児
童
（
当
該
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た

め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
当
該
児
童
を
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童

を
除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
に
改
め
、
同
表
の
二
十
二
の
項
中
「
第
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
要
介
護
者
」
と
い

う
。
）
」
を
「
要
介
護
者
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
の
承

認
を
受
け
た
職
員
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該

介
護
休
暇
の
初
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
初
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し

て
い
な
い
も
の
の
当
該
介
護
休
暇
に
係
る
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
第

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
に
つ
い
て
は
、
企
業
局
長
は
、
企
業
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
初
日
か
ら
当
該
職
員
の
申
出
に
基
づ
く
施
行
日
以
後
の
日
（
初
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
日
に
限
る
。
）
ま
で
の
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

大
分
県
企
業
局
職
員
住
宅
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
企
業
局
長

日

髙

雅

近

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

大
分
県
企
業
局
職
員
住
宅
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
企
業
局
職
員
住
宅
管
理
規
程
（
平
成
二
十
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

職
員
住
宅
の
引
き
続
く
使
用
期
間
が
十
年
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
（
企
業
局
長
が
別
に
定
め
る
場

合
を
除
く
。
）
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
期
間
は
使
用
期
間
が
十
年
に
達
す

る
日
を
含
む
年
度
を
超
え
て
更
新
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
使
用
者
は
、
」
の
下
に
「
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
期
間
が
更
新
さ
れ
な
か

っ
た
と
き
又
は
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
企
業
局
訓
令

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
一
号

本

局

事

業

所

大
分
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
奨
励
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業

局
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
企
業
局
長

日

髙

雅

近

第
三
条
第
三
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
条
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
十
号
中
「
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
」
を
削
り
、
「
日
が
九
十
日
」
を

「
期
間
が
三
十
日
」
に
、
「
期
間
」
を
「
全
期
間
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
管
理
規
程
・
企
業
局
訓
令
）

三
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の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

就
業
規
程
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
時
間
に
よ
り
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え

る
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
か
つ
た
全
期
間

第
十
三
条
第
一
号
中
「
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
七
十
」
に
、
「
百
分
の
二
百
二
十
」
を
「
百
分

の
二
百
十
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、
「
百
分
の
百
五
」
を

「
百
分
の
百
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
二
号

本

局

事

業

所

大
分
県
企
業
局
職
員
服
務
規
程
（
平
成
二
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
企
業
局
長

日

髙

雅

近

第
二
十
七
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
介
護
休
暇
）

第
二
十
七
条
の
二

就
業
規
程
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
申
出
は
、
同
項
の
指
定
期
間
（
以
下

「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
希
望
す
る
期
間
の
初
日
及
び
末
日
を
介
護
休
暇
指
定
期
間
指
定
願

（
第
六
号
様
式
の
二
）
に
記
入
し
、
こ
れ
に
要
介
護
者
の
状
態
等
申
出
書
（
第
六
号
様
式
の
三
）
及
び
同

項
の
要
介
護
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
証
明
す
る
書
類
を
添

え
て
、
総
務
課
長
を
経
由
し
、
局
長
に
対
し
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

局
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
指
定
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
よ
る
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
（
第
五
項
に
お
い
て
「
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
指
定
期
間
を
指

定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

職
員
は
、
第
一
項
の
申
出
に
基
づ
き
前
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を

延
長
し
て
指
定
す
る
こ
と
又
は
当
該
指
定
期
間
若
し
く
は
こ
の
項
の
申
出
（
短
縮
の
指
定
の
申
出
に
限

る
。
）
に
基
づ
き
次
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を
短
縮
し
て
指
定
す
る

こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
め
て
指
定
期
間
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
期
間
の
末
日
を
介
護
休
暇
指
定
期
間
指
定
願
（
第
六
号
様
式
の
二
）
に
記
入
し
て
、
総
務
課

長
を
経
由
し
、
局
長
に
対
し
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

局
長
は
、
職
員
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
指
定
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合

に
は
、
第
二
項
、
こ
の
項
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
の
初
日
か
ら
当
該
申
出
に
係

る
末
日
ま
で
の
期
間
の
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
局
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
申
出
の
期
間
又
は
第
一
項
の
申
出

に
基
づ
き
第
二
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
の
指
定
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
の
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
延
長
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
全
期
間
に
わ
た
り
公
務
の
運
営
に
支
障

が
あ
る
た
め
就
業
規
程
第
十
八
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
（
以
下
「
介
護
休
暇
」
と
い
う
。
）
を
承
認
で

き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
を
指
定
期
間
と
し
て
指
定
し
な
い
も
の
と
し
、
申
出

の
期
間
又
は
延
長
申
出
の
期
間
中
の
一
部
の
日
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
た
め
介
護
休
暇
を
承
認
で

き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
日
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
か
ら
当
該
日
を
除
い
た
期
間
に
つ
い
て
指

定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

６

職
員
は
、
介
護
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
勤
務
簿
に
よ
り
所
属
長
に
願
い
出
て
そ
の
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
介
護
時
間
）

第
二
十
七
条
の
三

職
員
は
、
就
業
規
程
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
時
間
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
介
護
時
間
承
認
願
（
第
六
号
様
式
の
四
）
、
要
介
護
者
の
状
態
等
申
出
書
（
第
六
号
様
式
の
三
）
及

び
要
介
護
者
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
証
明
す
る
書
類
を
総
務
課
長
に
提
出
し
、
局
長
の
承
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）

四



第
６
号
様
式
の
２
（
第
27条

の
２
関
係
）

介
護
休
暇
指
定
期
間
指
定
願

年
月

日

大
分
県
企
業
局
長

殿

所
属

職
名

氏
名

家
族
の
介
護
が
必
要
な
た
め
、
下
記
の
と
お
り
介
護
休
暇
の
指
定
期
間
を
指
定
さ
れ
る
よ

う
関
係
書
類
を
添
え
て
お
願
い
し
ま
す
。

日
月

年
日

月
年

生
名

氏
（

歳）
住

所
居

別
□

・
居

同
□

柄
続

の
と

員
職

要介
家

氏
名

年
齢
続
柄

同
・
別
居

職
業

護
族

□
同
居
□
別
居

者
構

□
同
居
□
別
居

成
□
同
居
□
別
居

□
同
居
□
別
居

要介
状

態
護者の

具
体
的
な

状
介
護
の

況
内

容
職
員
自
ら
介
護
を

行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由

第
１
回

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で（
期
間

月
日
）

延
長
・
短
縮
後

年
月

日
ま
で
(期
間

月
日
)

休
暇
を
希
望
す
る
第
２
回

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で
(期
間

月
日
)

期
間
(指
定
期
間
)

延
長
・
短
縮
後

年
月

日
ま
で
(期
間

月
日
)

第
３
回

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で
(期
間

月
日
)

延
長
・
短
縮
後

年
月

日
ま
で
(期
間

月
日
)

備
考

（
注
）
要
介
護
者
の
状
態
等
申
出
書
（
第
６
号
様
式
の
３
）
及
び
要
介
護
状
態
を
証
明
す
る
書
類

を
添
付
す
る
こ
と
。

受
付
年
月
日

年
月

日
（
局
長
）

決
裁
年
月
日

年
月

日
決
裁
欄

□
承
認

□
不
承
認

第
六
号
様
式
の
二
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）

五



第
６
号
様
式
の
３
（
第
27条

の
２
、
第
27条

の
３
関
係
）

（
表
）

要
介
護
者
の
状
態
等
申
出
書

申
出
年
月
日

年
月

日

大
分
県
企
業
局
長

殿
所

属
㊞

名
氏

日
月

年
日

月
年

生
名

氏
要介

職
員
と
の
続
柄

護
職
員
と
の
同
居
又
は
別
居
の
別

□
同

居
□
別

居
者

介
護
が
必
要
と
な
つ
た
時
期

年
月

日
（
注
１
）

上
記
の
要
介
護
者
の
状
態
と
し
て
、
下
記
の
⑴
又
は
⑵
に
該
当
す
る
こ
と
を
申
し
出
ま
す
。
（
注
２
）

記
□
⑴

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
状
態
区
分
に
お
い
て
要
介
護
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。
【
要
介
護
：

】
□
⑵

下
表
の
①
～
⑫
の
状
態
の
う
ち
、
２
が
２
つ
以
上
又
は
３
が
１
つ
以
上
該
当
し
、
か
つ
、
そ
の
状

態
が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

３
２

１
態

状
）

４
注

（
）

３
注

（
目

項①
座
位
保
持
（
１
０
分
間
一
人
で
座
つ
□
自
分
で
可

□
支
え
て
も
ら
え
れ
ば
で
き
る

□
で
き
な
い

て
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

）
５

注
（

）

②
歩
行
（
立
ち
止
ま
ら
ず
、
座
り
込
ま
□
つ
か
ま
ら
な
□
何
か
に
つ
か
ま
れ
ば
で
き
る

□
で
き
な
い

ず
に
５
ｍ
程
度
歩
く
こ
と
が
で
き

い
で
で
き

る
。

る
）

③
移
乗
（
ベ
ッ
ド
と
車
い
す
、
車
い
す
□
自
分
で
可

□
一
部
介
助
、
見
守
り
等
が
必
要

□
全
面
的
介
助
が
必
要

と
便
座
の
間
を
移
る
な
ど
の
乗
り
移

り
の
動
作
）

④
水
分
・
食
事
摂
取

□
自
分
で
可

□
一
部
介
助
、
見
守
り
等
が
必
要
□
全
面
的
介
助
が
必
要

（
注
６
）

要
必

が
助

介
的

面
全

□
要

必
が

等
り

守
見

、
助

介
部

一
□

可
で

分
自

□
泄

排
⑤

要
必

が
助

介
的

面
全

□
要

必
が

等
り

守
見

、
助

介
部

一
□

可
で

分
自

□
脱

着
の

類
衣

⑥

い
な

き
で

□
い

な
き

で
き

ど
き

と
□

る
き

で
□

達
伝

の
思

意
⑦⑧
外
出
す
る
と
戻
れ
な
い
。

□
な
い

□
と
き
ど
き
あ
る

□
ほ
と
ん
ど
毎
回
あ
る

⑨
物
を
壊
し
た
り
衣
類
を
破
く
こ
と
が
□
な
い

□
と
き
ど
き
あ
る

□
ほ
と
ん
ど
毎
日
あ
る

あ
る
。

（
注
７
）

⑩
周
囲
の
者
が
何
ら
か
の
対
応
を
と
ら
□
な
い

□
と
き
ど
き
あ
る

□
ほ
と
ん
ど
毎
日
あ
る

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
物
忘
れ

が
あ
る
。

要
必

が
助

介
的

面
全

□
要

必
が

等
り

守
見

、
助

介
部

一
□

可
で

分
自

□
服

内
の

薬
⑪⑫
日
常
の
意
思
決
定
（
注
８
）

□
で
き
る

□
本
人
に
関
す
る
重
要
な
意
思
決
定
□
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い

は
で
き
な
い
（
注
９
）

※
該
当
す
る
□
に

印
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
裏
）

（
注
１
）

「
介
護
が
必
要
と
な
つ
た
時
期
」
が
、
そ
の
時
期
か
ら
相
当
期
間
を
経
過
し
た
こ
と
等
に
よ

り
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
日
又
は
月
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
２
）

⑴
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
要
介
護
状
態
区
分
を
証
明
す
る
書
類
（
認
定
結
果
通
知

書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
等
の
写
し
等
）
を
、
⑵
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
医
師
の
診

断
書
又
は
保
健
師
等
公
的
な
資
格
を
有
す
る
者
の
証
明
書
等
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
注
３
）

１
の
状
態
の
う
ち
「
自
分
で
可
」
に
は
、
福
祉
用
具
を
使
つ
た
り
、
自
分
の
手
で
支
え
て
自

分
で
で
き
る
場
合
を
含
む
。

（
注
４
）

２
の
状
態
の
う
ち
「
見
守
り
等
」
と
は
、
常
時
の
付
添
い
の
必
要
が
あ
る
「
見
守
り
」
又
は

認
知
症
高
齢
者
等
の
場
合
に
必
要
な
行
為
の
「
確
認
」
、
「
指
示
」
、
「
声
か
け
」
等
の
こ
と

を
い
う
。

（
注
５
）

「
①
座
位
保
持
」
の
「
支
え
て
も
ら
え
れ
ば
で
き
る
」
に
は
背
も
た
れ
が
あ
れ
ば
一
人
で
座

つ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
含
む
。

（
注
６
）

「
④
水
分
・
食
事
摂
取
」
の
「
見
守
り
等
」
に
は
動
作
を
見
守
る
こ
と
及
び
摂
取
す
る
量
の

過
少
・
過
多
の
判
断
を
支
援
す
る
声
か
け
を
含
む
。

（
注
７
）

⑨
３
の
状
態
（
物
を
壊
し
た
り
衣
類
を
破
く
こ
と
が
「
ほ
と
ん
ど
毎
日
あ
る
」
）
に
は
「
自

分
又
は
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
時
々
あ
る
」
状
態
を
含
む
。

（
注
８
）

「
⑫
日
常
の
意
思
決
定
｣と
は
毎
日
の
暮
ら
し
に
お
け
る
活
動
に
関
し
て
意
思
決
定
が
で
き

る
能
力
を
い
う
。

（
注
９
）

慣
れ
親
し
ん
だ
日
常
生
活
に
関
す
る
事
項
（
見
た
い
テ
レ
ビ
番
組
、
そ
の
日
の
献
立
等
）
に

関
す
る
意
思
決
定
は
で
き
る
が
、
本
人
に
関
す
る
重
要
な
決
定
へ
の
合
意
等
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
へ
の
参
加
、
治
療
方
針
へ
の
合
意
等
）
に
は
、
指
示
又
は
支
援
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
い

う
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）
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第
６
号
様
式
の
４
（
第
27条

の
３
関
係
）介
護
時
間
承
認
願

年
月

日

大
分
県
企
業
局
長

殿
所

属
職

名
氏

名

家
族
の
介
護
が
必
要
な
た
め
、
下
記
の
と
お
り
介
護
時
間
を
承
認
さ
れ
る
よ
う
関
係
書
類
を
添
え
て

お
願
い
し
ま
す
。

間
時

間
期

請
求
期
間

年
月

日
か
ら

□
毎
日

午
前

時
分
～

時
分

年
月

日
ま
で

□
そ
の
他
（

）
午
後

時
分
～

時
分

及
び
時
間

年
月

日
か
ら

□
毎
日

午
前

時
分
～

時
分

年
月

日
ま
で

□
そ
の
他
（

）
午
後

時
分
～

時
分

氏
名

住
所

要
介
護
者

居
別

□
・

居
同

□
柄

続生
年
月
日

年
月

日
生
（

歳
）

状
態

要
介
護
者

の
状

況
具
体
的
な

介
護
の

内
容

職
員
自
ら
介

護
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由

（
注
）
要
介
護
者
の
状
態
等
申
出
書
（
第
６
号
様
式
の
３
）
及
び
要
介
護
状
態
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

す
る
こ
と
。

受
付
年
月
日

年
月

日
（
局
長
）

決
裁
年
月
日

年
月

日
決
裁
欄

□
承

認
□
不
承
認

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
改
正
規
程
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
指
定
）

２

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二
十
九
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程

第
三
号
。
以
下
「
改
正
規
程
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
職
員
の
申
出
は
、
大
分
県
企
業
局

職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
指
定
期
間

（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
の
末
日
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
日
を
介
護
休
暇
指
定
期
間
指
定
願

（
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
企
業
局
職
員
服
務
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）

第
六
号
様
式
の
二
）
に
記
入
し
て
、
総
務
課
長
を
経
由
し
、
局
長
に
対
し
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

局
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
改
正
規
程
附
則
第
二

項
に
規
定
す
る
初
日
（
以
下
「
初
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
申
出
に
よ
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
の

指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

改
正
規
程
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
附
則
第
二
項
の
申
出
に

基
づ
き
前
項
若
し
く
は
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を
延
長
し
て
指
定
す
る
こ
と

又
は
当
該
指
定
期
間
若
し
く
は
こ
の
項
の
申
出
（
短
縮
の
指
定
の
申
出
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
次
項
若
し

く
は
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を
短
縮
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
め
て
指
定
期
間
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
期
間
の
末

日
を
介
護
休
暇
指
定
期
間
指
定
願
（
改
正
後
の
規
程
第
六
号
様
式
の
二
）
に
記
入
し
て
、
総
務
課
長
を
経

由
し
、
局
長
に
対
し
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

局
長
は
、
職
員
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
初
日
か
ら
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間
の
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

６

附
則
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
局
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
申
し
出
た
指
定
期
間
の
末
日
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
日
ま
で
の
期
間

（
以
下
「
施
行
日
以
後
の
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
の
申
出
に
基
づ
き
附
則
第
三
項
若
し
く

は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

期
間
の
延
長
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
延
長
申
出

の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
全
期
間
に
わ
た
り
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
た
め
介
護
休
暇
を
承
認
で
き
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
を
指
定
期
間
と
し
て
指
定
し
な
い
も
の
と
し
、
施
行
日
以

後
の
申
出
の
期
間
又
は
延
長
申
出
の
期
間
中
の
一
部
の
日
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
た
め
介
護
休
暇

を
承
認
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
日
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
か
ら
当
該
日
を
除
い
た
期
間
に

つ
い
て
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
三
号

本

局

事

業

所

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
企
業
局
長

日

髙

雅

近

第
十
五
条
第
七
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

臨
時
的
任
用
職
員
が
、
大
分
県
企
業
局
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六

号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
の
介
護
を
す
る
た

め
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
日

に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
る
時
間

第
十
五
条
第
九
項
第
二
号
中
「
大
分
県
企
業
局
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第

六
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
要
介
護
者
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
二

臨
時
的
任
用
職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で

の
子
を
養
育
す
る
た
め
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
請
求

し
た
場
合
に
は
、
任
用
期
間
を
限
度
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
は
、
無
給
と
す
る
。

第
九
号
様
式
中
「１０

休
暇

」
を
「１０
休
暇
等

」
に
、

「⑸
公
務
災
害
、
女
性
職
員
の
生
理
、
母
性
健
康
管
理
、
産
前
産
後
、
育
児
時
間
、
忌
引
き
、
子
の

看
護
及
び
短
期
の
介
護
に
係
る
休
暇
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
無
給
で
付
与
す

を
る
。

」

「⑸
公
務
災
害
、
女
性
職
員
の
生
理
、
母
性
健
康
管
理
、
産
前
産
後
、
育
児
時
間
、
介
護
時
間
、
忌

引
き
、
子
の
看
護
及
び
短
期
の
介
護
に
係
る
休
暇
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
無

給
で
付
与
す
る
。

に

⑹
部
分
休
業
の
請
求
を
し
た
場
合
は
、
任
用
期
間
を
限
度
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
部

分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
は
、
無
給
と
す
る
。

」

改
め
る
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 平

成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）

八


